
総
括
質
疑

総
括
質
疑

会
派
の
構
成
人
数
に
よ
り
文
字
数
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
事
業
の
指
標
や

目
標
値
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
の
か
問
う

ざ
ま
大
志
会（
沖
本　

浩
二 

議
員
）

不
測
の
事
態
に
対
応
し
た
予
備
費
充
用
を
問
う

日
本
共
産
党（
守
谷　

浩
一 

議
員
）

地
下
水
保
全
基
本
計
画
の
検
証

進
捗
と
新
た
な
課
題
は
？

会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
安
海　

の
ぞ
み 

議
員
）

通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
補
助
事
業
費
の
取
組
に
つ
い
て
問
う

会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
長
瀨　

未
紗 

議
員
）

令
和
４
年
度
決
算
で
農
林
水
産
業
費
は
０
・
１
％
と

限
定
的
だ
が
、
農
業
分
野
の
課
題
は

会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
須
﨑　

友
康 

議
員
）

国
民
健
康
保
険
税
を
値
上
げ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

見
込
ん
だ
増
収
分
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
沖
永　

明
久 

議
員
）

物
価
高
騰
等
の
影
響
下
、
市
政
運
営
に
つ
い
て
の

総
括
及
び
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

座
間
市
公
明
党（
伊
藤　

多
華 

議
員
）

令
和
４
年
度
座
間
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
評
価
に
つ
い
て

自
民
党
・い
さ
ま（
清
水　

剛 

議
員
）

議
案
第
59
号
、
令
和
４
年
度
座

間
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
事
業
に
つ
い
て
、

市
長
は
こ
の
議
場
で
「
地
域
の
産

業
振
興
を
図
り
、
地
方
創
生
の
充

実
、
強
化
の
た
め
」、「
地
域
の
産

業
活
性
化
に
つ
な
げ
る
」
と
、
発

言
し
て
い
ま
す
。
で
は
、「
地
域
産

業
の
振
興
に
つ
な
が
っ
た
」、「
地

域
の
産
業
活
性
化
に
つ
な
が
っ

た
」
と
い
う
評
価
は
何
を
も
っ
て

す
る
の
か
、
指
標
あ
る
い
は
目
標

値
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
の
で
し 

ょ
う
か
。
市
長
は
、
令
和
３
年
第

４
回
定
例
会
の
一
般
質
問
の
答
弁

で
「
市
内
の
福
祉
事
業
所
や
様
々

な
企
業
の
方
か
ら
、
ぜ
ひ
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
を
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
要
望
を
い
た
だ

一
般
会
計
の
当
初
予
算
時
に
、

不
測
の
事
態
へ
の
対
応
を
強
化
す

る
た
め
に
予
備
費
を
５
千
万
円
で

は
な
く
１
億
円
と
し
て
い
ま
す
が
、

不
測
の
事
態
へ
の
対
応
な
ど
は
あ 

っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

不
測
の
事
態
へ
の
対
応

実
績
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
費
で
、

地
震
に
よ
っ
て
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
事
務
所
棟
の
損
傷
が
拡

大
し
ま
し
た
が
、
予
備
費
を
充
用

く
ら
し
安
全
部
長　

中
間
検
証

で
は
、
地
下
水
量
の
保
全
な
ど
の

各
事
業
を
引
き
続
き
実
行
す
る
と

い
う
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

通
学
路
に
お
け
る
危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
撤
去
に
向
け
て
、
都
市
部

と
教
育
部
が
協
力
し
て
動
く
べ
き

と
考
え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
部
長　

次
世
代
を

担
う
農
業
者
の
確
保
等
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
就
農
準
備
資
金
等
に
よ

る
経
済
的
支
援
だ
け
で
な
く
、
農

理
由
は
何
か
。
こ
の
状
況
で
来

年
度
に
値
上
げ
を
行
う
の
か
。

健
康
部
長　

物
価
高
騰
等
の
経

済
状
況
の
悪
化
と
重
な
り
収
納
率

令
和
４
年
度
は
、
佐
藤
市
政
の

実
質
２
年
目
の
年
度
で
も
あ
り
ま

し
た
。
市
政
運
営
に
つ
い
て
の
総

括
及
び
今
後
の
重
点
的
な
取
組
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
物
価

高
騰
等
の
影
響
を
受
け
た
市
民
や

事
業
者
へ
の
対
応
を
す
る
た
め
に

市
独
自
の
支
援
策
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
事
業
効
果
を

含
め
て
、
ど
の
よ
う
に
総
括
を
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

当
初
予
算
時
に
示
し
た

新
規
事
業
及
び
拡
充
事
業
に
つ
い

て
は
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
第
五
次
座
間
市
総

合
計
画
基
本
構
想
に
掲
げ
た
目
指

す
ま
ち
の
姿
の
実
現
に
向
け
て
、

各
施
策
の
方
向
性
に
基
づ
く
具
体

的
事
業
や
取
組
を
実
施
計
画
で
示

い
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
方
々
か
ら
の
聞
き

取
り
に
よ
る
達
成
感
や
満
足
度
を

指
標
に
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

市
長　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

の
目
標
値
の
設
定
等
に
つ
い
て
は
、

議
員
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

今
後
ど
の
よ
う
な
数
値
が
ふ
さ
わ

し
い
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

す
る
こ
と
で
当
該
施
設
の
修
繕
を

迅
速
か
つ
緊
急
に
行
う
こ
と
が
で

き
た
た
め
、
業
務
へ
の
影
響
を
少

な
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
で
検
出
さ
れ
た
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
に
対
し
て
は
地
下

水
採
取
審
査
委
員
会
等
の
意
見
を

参
考
に
保
全
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

都
市
部
長　

教
育
部
と
隔
年
で

通
学
路
の
合
同
点
検
を
行
い
状
況

把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
連
携
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

業
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
市

民
農
園
や
市
民
朝
市
等
の
既
存
事

業
を
充
実
さ
せ
、
引
き
続
き
新
規

就
農
者
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

が
低
下
し
、
見
込
ん
だ
増
収
分
を

確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

市
長　

保
険
税
率
等
の
改
定
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
対
応
し
ま
す
。

し
、
着
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
物
価

高
騰
等
に
お
け
る
市
独
自
の
支
援

策
に
つ
い
て
は
、
水
道
料
金
20
％

の
減
免
実
施
に
よ
り
物
価
高
騰
等

に
直
面
す
る
生
活
者
等
の
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
、
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
の
実
施
に
よ
り

地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
た

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

的
確
な
執
行
管
理
に
努
め
て
、
財

政
運
営
を
し
て
い
き
ま
す
。

▽
８
月
29
日　

開
会
、会
期
決
定
、

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
陳
情
の

取
下
げ
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明

▽
８
月
30
日　

総
括
質
疑
・
委
員

会
付
託
、
請
願
及
び
陳
情
上
程
・

委
員
会
付
託
、
報
告
上
程
・
質
疑

▽
９
月
６
日　

一
般
質
問

▽
９
月
７
日　

一
般
質
問

▽
９
月
８
日　

一
般
質
問
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託

▽
９
月
29
日　

委
員
会
審
査
報 

告･

質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続
審

査
案
件
上
程
、
座
間
市
立
市
民
文

化
会
館
の
適
正
で
は
な
い
使
用
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
最
終
報

告
・
質
疑
、
基
地
政
策
特
別
委
員

会
中
間
報
告
・
質
疑
、
議
案
上
程
・

提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託

省
略
・
討
論
・
採
決
、
報
告
上
程
・

質
疑
、
議
員
提
出
議
案
上
程
・（
提

案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・

討
論
）
省
略
・
採
決
、
副
議
長
の

選
挙
、
常
任
委
員
会
委
員
・
議
会

運
営
委
員
会
委
員
・
特
別
委
員
会

委
員
の
選
任
、
高
座
清
掃
施
設
組

合
議
会
議
員
・
広
域
大
和
斎
場
組

合
議
会
議
員
の
選
挙
、議
員
派
遣
、

閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
、
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

総
括
質
疑
（
８
月
30
日
）

　

清
水
剛
（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

沖
本
浩
二(

ざ
ま
大
志
会)

、
伊
藤 

多
華
（
座
間
市
公
明
党
）、
守
谷
浩

一
（
日
本
共
産
党
）、
安
海
の
ぞ
み

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、
長
瀨

未
紗
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

須
﨑
友
康
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な 

い
議
員
）

討
論
（
９
月
29
日
）

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）、
伊
藤
多
華
（
座
間
市
公
明

党
）、松
橋
淳
郎
（
ざ
ま
大
志
会
）、

髙
波
貴
志
（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）、守
谷
浩
一（
日
本
共
産
党
）、

長
瀨
未
紗
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）

令
和
４
年
度
座
間
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
で
は
、
実
質
単
年

度
収
支
額
は
11
億
３
５
３
６
万
円

の
赤
字
で
す
が
、
令
和
４
年
度
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
評
価
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

次
に
、
当
該
年
度
に
臨
時
財
政

対
策
債
の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
発
行
し
な
か
っ
た
理
由

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

次
に
、
地
域
密
着
型
事
業
所
整

備
事
業
費
の
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

整
備
に
つ
い
て
、
残
念
な
が
ら
当

該
事
業
整
備
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
、
整
備
に
至
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
分
析
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

令
和
４
年
度
座
間
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
評
価
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
度
は
終
息
が

見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
が
続
い
た
中

で
、
物
価
高
騰
や
原
油
価
格
高
騰

な
ど
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
が
必

要
に
な
る
な
ど
、
大
変
難
し
い
局

面
が
続
き
ま
し
た
。
当
初
予
算
で

は
、
２
年
目
と
な
る
座
間
市
市
政

運
営
指
針
及
び
そ
の
指
針
に
基
づ

い
た
実
施
計
画
を
基
本
と
し
た
事

業
を
実
施
し
、
年
度
中
に
は
補
正

予
算
と
し
て
、
そ
の
際
に
必
要
と

考
え
た
事
業
に
つ
い
て
議
決
い
た

だ
き
、
し
っ
か
り
と
実
施
を
し
て

き
ま
し
た
。
決
算
は
、
予
算
と
し

て
議
決
い
た
だ
い
た
事
業
を
実
施

し
た
結
果
で
あ
り
、
令
和
４
年
度

の
決
算
も
職
員
一
人
一
人
が
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
だ
結
果
の
表
れ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

財
務
部
長　

臨
時
財
政
対
策
債

を
発
行
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い

て
は
、
後
年
度
の
負
担
軽
減
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。
市
債
で
財

源
を
確
保
す
る
よ
り
も
元
利
償
還

金
が
義
務
的
経
費
の
公
債
費
に
該

当
す
る
た
め
、
公
債
費
を
抑
制
す

る
こ
と
の
ほ
う
が
事
業
執
行
に
当

た
り
有
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

福
祉
部
長　

認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
整
備
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

対
す
る
分
析
に
つ
い
て
は
、
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

第
一
日
常
生
活
圏
域
で
あ
る
相
模

が
丘
地
区
に
１
か
所
整
備
す
る
こ

と
を
目
標
に
公
募
を
２
回
実
施
し

ま
し
た
が
、
応
募
に
至
る
事
業
者

が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
主
な
要
因

は
、
第
一
日
常
生
活
圏
域
で
あ
る

相
模
が
丘
地
区
に
お
い
て
当
該
事

業
者
を
整
備
す
る
用
地
の
確
保
が

難
し
い
た
め
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

本
会
議
の
概
要

本
会
議
の
概
要


